
Gemini 4 Argon 総合調査レポート：100万
トークン出力時代における自律型フロンティア

モデルの性能・経済性・市場評価の徹底解剖 
Gemini 4 Argon 

1. エグゼクティブ・サマリーと戦略的位置づけ 
2026年10月13日（米国現地時間）、Googleは第4世代フロンティアモデルの初号機となる「Gemini 4 
Argon」（APIモデルID：gemini-4-argon）のグローバル一般提供（GA）を開始した1。同モデルは同年

9月30日にGoogle DeepMindによって初公開された後、約2週間にわたりサイバーセキュリティ防衛
の専門家を支援する「Fairwind Program」およびGoogle社内チームに限定して先行展開されていた
経緯を持つ2。この段階的ロールアウトは、単なるマーケティング上の演出ではなく、同モデルが持つ

高度な自律的脆弱性発見能力や状況認識能力に対するフロンティア・セーフティ（最先端AIの安全
保障）上の要請に基づくものであり、米国政府の事前アクセスプロセスや英国AI安全保障研究所（
AISI）による厳格な安全性評価を経た上での全面解禁となった2。 
Gemini 4 Argonの最大の技術的転換点は、従来のAIモデルが主眼を置いていた「単発の質問に対
する迅速な回答生成」から、「数時間から数日間に及ぶ多段階の複雑な業務ワークフローを無人で

完遂すること」へと設計思想の軸足を完全に移した点にある4。それを象徴するのが、従来のGemini 
3世代における64,000（65,536）トークンという出力上限を約15.6倍へと拡張し、競合するOpenAIの「
GPT-6 Astra」やAnthropicの「Claude Opus 5.5」「Claude Fable 5.1」が設ける128,000トークン上限
の約8倍に達する最大100万トークン（正確には1,048,576トークン）の単一レスポンス出力上限であ
る3。また、モデルの命名規則においても、従来の「Ultra」「Pro」「Flash」「Nano」といったサイズ・速度
階層による呼称から、周期表の第18族希ガス元素である「Argon（アルゴン：Ar）」を冠する元素コー
ドネーム制へと刷新された4。 
2026年10月13日の一般提供開始に伴い、Googleはユーザーの属性およびサブスクリプション階層
に応じた明確なアクセス区分を設定している2。特に注目すべきは、一般の対話インターフェース（

GeminiアプリやGoogle検索のAIモード）と、自律型エージェント開発環境（Google Antigravityおよ
びAI Studio）の間で、アクセス権限に厳格な境界線が引かれた点である2。 
 

利用者区分 対象プラン・プログラ

ム 
利用可能なプラット

フォーム・インター

フェース 

主な利用条件・特記

事項 

一般ユーザー（上位

層） 
Google AI Ultra（月
額14,500円〜
36,400円 / 100〜
200） 

Geminiアプリ、
Google検索「AIモー
ド」、Google 
Antigravity（デスク

5時間ごとにリセット
される最大利用枠（

Pro比5〜20倍）、優
先トラフィック、月間



トップIDE/CLI）、
Google AI Studio、
Android Studio 

Google Cloudクレ
ジット付与2 

一般ユーザー（標準

有料層） 
Google AI Pro（月額
2,900円） 

Geminiアプリ、
Google検索「AIモー
ド」 

Google 
Antigravityおよび
AI Studioでの
Argon無料枠は非
対象（別途AIクレジッ
ト購入または有料

API利用が必要）2 

一般ユーザー（無料

層） 
無料Googleアカウ
ント 

利用不可（2026年10
月9日よりGeminiア
プリの個人無料枠は

「Flash-Lite」のみに
制限） 

Antigravity自体は無
料利用可能だが、コ

アモデルはGemini 
3.8 Flash等に制限さ
れ週次上限あり2 

開発者・エンジニア Gemini API 有料プラ
ン（Tier 1〜3） 

Google AI Studio、
Gemini API、Vertex 
AI、Antigravity（API
キー連携または

Enterprise） 

導入価格：入力

10（100万
トークンあたり）。

2026年11月30日以
降は通常価格（$4 / 
$20）へ移行2 

エンタープライズ（法

人） 
Gemini for Business 
/ Gemini Enterprise 

Vertex AI、Geminiプ
ラットフォームAPI、
Google Antigravity 
Enterprise 

社内データソース接

続用のMCP（Model 
Context Protocol）、
カスタムスキル・プラ

グイン統合に対応2 

学術研究者 研究者支援プログラ

ム（審査制・1万人対
象） 

Google Antigravity
（最上位利用枠） 

審査通過した

10,000名の科学者
に対し、Antigravity
の最上位ティアを6カ
月間無償提供（申請

受付中）2 

サイバー防衛担当者 Fairwind Program
（審査制パートナー） 

専用APIエンドポイン
ト（

gemini-4-argon-cy

サイバー関連のガー

ドレールを解除した

特別モデルを提供。



ber-permissive） 10月13日より数百の
防衛パートナーへ拡

大2 

この提供マトリクスが示す通り、Googleは個人向け無料層に対しては10月9日の仕様変更で軽量な
「Flash-Lite」のみへとアクセスを絞り込む一方、膨大な推論計算資源（テストタイム・コンピュート）を
消費するGemini 4 Argonのエージェント機能を「Google AI Ultra」契約者および従量課金APIユー
ザーへと集中させる収益化シフトを鮮明にしている2。 

2. アーキテクチャと技術仕様：100万トークン「Long Decode」
のメカニズム 
Gemini 4 Argonは、既存モデルのファインチューニングや小幅な改修ではなく、ゼロから事前学習
および事後学習が行われた次世代の大規模スパースMoE（Mixture-of-Experts）トランスフォーマー
モデルである7。モデルの知識カットオフは2026年3月に設定されており、ネイティブ・マルチモーダル
基盤として設計されている24。入力モダリティとしてはテキスト、画像、動画（自律的なAgentic Video 
Understandingを含む）、音声、およびPDFドキュメントを直接処理できる一方、出力モダリティはテキ
ストに限定されており、音声生成、画像生成、およびリアルタイム双方向通信用のLive APIは本モデ
ルのAPI仕様としてはサポート外となっている3。 
本モデルの技術的中核を成すのが、入出力統合で最大1,048,576トークン（1Mトークン）を共有する
コンテキストウィンドウと、それを出力側で限界まで使い切るための「Long Decode（長時間デコー
ド）」機構である3。従来のLLMが抱えていた構造的課題は、入力コンテキストが100万トークンに拡大
しても、出力側が64Kトークン前後に制限されていたため、モデルが複雑な問題を解く際に「内部の
思考連鎖（Chain-of-Thought / Thinking）」にトークンを費やすと、最終的な回答やコード出力が途
中で強制切断（Truncation）される点にあった4。 
Gemini 4 Argonでは、この制約を突破するために二段階の出力制御プロトコルを採用している3。意

図しない暴走や過大な課金を防ぐため、通常の同期リクエストにおけるデフォルトの単一リクエスト

出力上限（思考トークン＋最終応答トークンの合計）は65,536トークン（非ストリーミングの直接HTTP 
REST呼び出しでは32,768トークン）に設定されている3。開発者がパラメータmax_output_tokensを
65,536を超えて最大1,048,576まで指定した場合、システムは「Long Decode」モードを作動させ、単
一の生成プロセスを複数のGenerateContent推論セグメントに分割して実行する23。 
具体的には、1回のリクエストがセグメント上限（65,536トークン）に到達して処理が未完了である場
合、APIは終了理由としてfinish_reason=CONTINUATIONを返し、元のプロンプトのハッシュ値とそこ
までの内部生成状態を暗号化して保持したcontinuation_tokenを発行する23。クライアント側（あるい

はAgent Studioの自動ハンドラ）がこのcontinuation_tokenを元のプロンプトと共に後続のリクエスト
に付与して再送信することで、モデルは思考の文脈や内部状態を一切失うことなく推論を継続し、最

終的にfinish_reason=STOPに到達するまで最大1,048,576トークン（ただし入力トークン数を差し引い

た残り枠： ）を連続生成できる仕組みとなっている23。さらに、こ

の巨大な推論空間の消費効率を最適化するため、Googleは3段階の推論深度制御パラメータ（
thinking_level）を導入した3。 
 



パラメータ設定 / 機
能 

技術的挙動とトーク

ン制御仕様 
推奨されるワーク

ロード 
非推奨・制限事項 

thinking_level: 
"low" 

内部思考トークンを

最小化し、TTFT（初
回トークン到達時間）

とコストを徹底削減25

。 

高速なテキスト分

類、ルーティング、定

型データの抽出、単

純なチャット応答23。 

複雑な論理パズル

や多段階計画には

不向き26。 

thinking_level: 
"medium" 

推論の深さと応答速

度のバランスをとる

新しいデフォルト基

準26。 

標準的なエージェン

トのループ処理、中

規模コードセグメント

の生成・デバッグ23。 

65,536トークンを超
える超長時間の単独

推論を要する数学証

明など23。 

thinking_level: 
"high" 

テストタイム・コン

ピュートを最大限に

解放し、多段階の仮

説検証と自己検証を

実行26。 

難解な数学・科学問

題、形式証明、大規

模コードベース全体

のアーキテクチャ設

計、高密度な法務・

財務分析23。 

レイテンシに敏感な

リアルタイム処理

や、短いターンで

ツールを何度も呼び

出すエージェント（共

有1M枠を急速に圧
迫するため）23。 

Long Decode（65K
超〜1M出力） 

continuation_token
を用いて65,536トー
クン単位の推論セグ

メントを最大

1,048,576トークンま
で連結23。 

思考だけで32K〜
65Kトークンを使い切
る高難度タスクや、

評価ハーネスの途中

切断防止23。 

「70万語の小説を書
け」といった文字数

指定（モデルは厳密

な長さ目標に従わな

い）や、入力が1M上
限に近いプロンプト23

。 

インプリシット・キャッ

シュ 
暗黙的キャッシュ（

Implicit Caching）の
みをサポートし、

キャッシュヒットした

入力トークンを95%
割引3。 

同一の大規模ドキュ

メントやコードベース

を繰り返し参照する

分析ワークフロー3。 

明示的キャッシュ（

Explicit Caching）
は非サポート3。 

APIの提供形態としては、通常の推論エンドポイントに加え、最大500万トークンまでキューイング可
能なBatch API（同時バッチリクエスト100件、入力ファイル上限2GB）、コスト重視のFlex推論、および
低遅延を保証するPriority推論が用意されている3。OpenRouterによる実測テレメトリ（直近3日間の
P50中央値）によれば、Google Vertex標準エンドポイントにおけるスループットは毎秒59トークン（59 
tok/s）、レイテンシ（TTFT）は3.42秒（AI Studio標準では43 tok/s・3.23秒、AI Studio Flexでは57 tok/s



・3.35秒）を記録している29。一方、Priorityエンドポイントではスループットが30〜32 tok/sに抑えられ
る代わりに、初期レイテンシがVertex Priorityで1.82秒、AI Studio Priorityで2.93秒へと大幅に短縮さ
れる特性が確認されている29。もっとも、Long Decodeを用いて数十万トークンの思考と出力を行う
場合、59 tok/sの速度であっても1回の完結に数分から数十分を要するため、リアルタイム対話では
なく非同期のバックグラウンド実行を前提としたアーキテクチャ設計が不可欠となる11。 

3. ベンチマーク性能の多角的検証：「ナレッジワークの覇者」と
「コーディングの二極化」 
Gemini 4 Argonの性能評価を精査すると、Googleが公表した19の主要ベンチマーク比較（13項目
で単独首位、1項目で首位タイ、5項目で敗北）と、第三者評価機関（Arena.ai、Artificial Analysis、
BenchLM、Vals AI）の独立テストの双方において、極めて鮮明な「能力の非対称性（二極化）」が浮
かび上がる24。すなわち、「企業の専門知識業務（法務・財務・ビジネス自動化）および超長文コンテ

キスト処理における圧倒的優位」と、「対話型コーディングおよびターミナル（CLI）・OS操作における
競合特化モデルに対する劣勢」という強烈なコントラストである24。 



 



エンタープライズ・ナレッジワークと長文脈推論における圧倒的支配力 
企業の知的生産業務を測定する4つの主要ベンチマークにおいて、Gemini 4 Argonはすべての項
目で競合モデルを制し完全制覇を達成している24。最も象徴的なのが、独立評価機関Vals AIが運営
する「Vals Index」での首位獲得（スコア68.9%）である8。同指標は財務、コーディング、法務、税務の

各タスクを米国GDPへのセクター別貢献度で加重平均して経済的実用性を算出するものであり、
Argonは全41モデル中で第1位に立ち、Claude Opus 5.5（67.0%）、Claude Fable 5.1（65.8%）、
GPT-6 Astra（63.1%）を明確に上回った5。 
さらに、単発の回答ではなく業務プロセスの完遂力を測るテストでその差は一層拡大する33。Zapier
が設計したエンドツーエンドの業務自動化テスト「AutomationBench」では、Argonが51.3%を記録
し、Claude Opus 5.5（42.5%）やGPT-6 Astra（41.4%）に約9〜10ポイントの大差をつけた（なお、
BenchLMの広範なトラッキングでは軽量特化型のDeepSeek V4.1 Flashが54.8%を記録している点
には留意が必要である）24。多段階の財務調査を評価する「Vals Finance Agent v2」でも65.4%（2位
Fable 5.1は58.9%）で首位に立ち、スプレッドシート実務をルーブリック評価する「Serge's 
GDPval.xlsx」でも38.3%（Opus 5.5は30.3%、Sonnet 5.5は29.1%）と優位性を示している24。法務分

野の「Harvey's Legal Agent Benchmark」に至っては、Argonは19.6%を記録し、次点のFable 5.1（
6.7%）、Astra（5.4%）、Opus 5.5（3.8%）の約3倍以上のスコアを叩き出した24。もっとも、絶対値とし

ての19.6%は依然として低く、法務ワークフローを人間の監督なしで完全自動化できる段階には達し
ていないことも同時に示唆している10。 
このナレッジワークでの強さを下支えしているのが、超長文コンテキストにおける驚異的な情報保持

力と、業界最低水準のハルシネーション（幻覚）率である33。巨大なプロンプト内部に埋め込まれたグ

ラフの経路探索（幅優先探索：BFS）を行わせる「GraphWalks」ベンチマークにおいて、128Kトークン
以下ではArgon（99.7%）とGPT-6 Astra（98.7%）が共に天井付近で拮抗するが、256Kから100万トー
クンの超長文領域に入ると、Argonが84.2%の高精度を維持するのに対し、Astraは71.8%へと急落（
12.4ポイント差）し、Claude系2モデルも60%台半ばへと沈む24。さらに、独立評価機関Artificial 
Analysisの検証において、Argonのハルシネーション率は主要フロンティアモデル中で最も低い15%
を記録しており、これまでGeminiシリーズの弱点とされてきた「もっともらしい虚偽の生成」が劇的に
改善されたことが裏付けられている35。 
コーディングおよび自律エージェント評価における深刻な「ねじれ現象」 
一方、ソフトウェアエンジニアリングと自律エージェントの領域では、評価手法とタスクの性質によっ

て結果が真っ二つに割れる「ねじれ現象」が生じている33。Googleの公式発表では、長期的なソフト
ウェアエンジニアリング能力を測る「DeepSWE v1.1」で77.9%（Opus 5.5は74.2%、Astraは74.1%）、お
よび「Vibe Code Bench」で91.9%（Opus 5.5およびFable 5.1は90.3%、Astraは89.6%）と首位を獲得
したことが強調されている24。しかし、独立系アナリストや開発者コミュニティの検証により、2つの重
要な構造的要因が指摘されている34。第一に、GoogleはDeepSWE v1.1におけるArgonのスコアを
自社独自の内部エージェント・ハーネス（実行基盤）を用いて算出した一方、競合モデルの数値は外

部リーダーボードやシステムカードから引用しており、完全に統一された条件での比較ではない点で

ある36。第二に、DeepSWEは「人間が介入せず数時間かけてバッチ処理でリポジトリを改修する実
験室的な測定」であり、開発者が日常的に求めるインタラクティブな実装体験とは性質が異なる点で

ある34。 
事実、CLI（コマンドライン）操作や高難度実装を測る他のベンチマークでは、Argonは主要フロンティ



アモデルの中で軒並み最下位または下位に沈んでいる10。ターミナル操作およびCLI環境構築能力
を測る「Terminal-Bench 4.0」において、Argonは57.4%（Artificial Analysisの独立再計測でも約57%
）にとどまり、Claude Sonnet 5.5（70.6%）、Claude Fable 5.1（69.2%）、GPT-6.1 Sol（67.1%）、Claude 
Opus 5.5（66.4%）、GPT-6 Astra（58.2%〜60.0%）のすべてに敗北し、主要モデル中で最下位となっ
た24。同様に、高難度ソフトウェアエンジニアリングを評価する「FrontierSWE v2」でもArgonは55.0%
と振るわず、特化型のGPT-6.1 Sol（71.4%）に16.4ポイント、汎用型のGPT-6 Astra（65.5%）に10.5ポ
イント、Claude Opus 5.5（62.3%）に7.3ポイントの大差をつけられた24。科学計算ターミナル操作を測

る「Terminal-Bench Science 0.1」に至っては、GoogleがArgonに対して通常の6倍の検証タイムア
ウト時間（6x verifier timeout）を与えたにもかかわらず57.6%に終わり、GPT-6 Astra（68.1%）や
Claude Opus 5.5（63.3%）に及ばなかった24。さらに、デスクトップGUI操作の「OSWorld 2.0」では
69.2%でGPT-6 Astra（72.6%）に敗れ、機械学習エンジニアリングの「PostTrainBench」でも45.3%で
Claude Opus 5.5（49.3%）の後塵を拝している24。 
この乖離は、人間のブラインド評価に基づく「Arena.ai（旧LMSYS Chatbot Arena）」および第三者機
関の総合リーダーボードにおいてさらに明確な形で可視化されている30。 
 

第三者評価機

関・リーダー

ボード 

評価カテゴリ / 
指標 

Gemini 4 
Argon のスコ
ア・順位 

主要競合モデ

ルのスコア・比

較状況 

分析上の示唆 

Arena.ai (旧
LMSYS) 

Text Arena（対
話・文章生成） 

1,525 Elo（総合
1位） 
[cite: 12, 30, 
34] 

Claude Opus 
5.5、GPT-6 
Astra、GPT-6.1 
Solを約25ポイ
ント引き離し単

独首位34 

圧倒的な思考

量と丁寧な論理

構成により、自

然言語の回答

品質では世界

最高峰34。 

Arena.ai (旧
LMSYS) 

Code Arena: 
WebDev（Web
・UI実装） 

1,679 Elo（全体
8位 / 主要5モ
デル中最下位） 
[cite: 30, 34, 
35] 

Claude Fable 
5.1、GPT-6.1 
Sol等が上位独
占。Qwen 3.8
の直上まで順

位を落とす34 

即応性と正確な

構文が求めら

れるフロントエ

ンド実装では競

合に完敗34。 

Arena.ai (旧
LMSYS) 

Agent Arena
（自律エージェ

ント総合） 

13.23%（全体5
位〜8位 / 専門
家評価で7〜10
位） 
[cite: 30, 34, 
39] 

1位 Opus 5.5 
Max (16.77%)、
2位 GPT 6.1 Sol 
Max (15.31%)、
3位 Fable 5.1 
Max (13.63%)、
4位 Astra Max 
(13.59%)39 

タスク完遂率で

はClaude 
Sonnet 5.5 
(20.55%)、好感
度ではOpus 
5.5 (40.08%)が
首位40。 



Arena.ai (旧
LMSYS) 

Agent Work: 
Steerability
（修正指示への

追従性） 

15.64%（全体1
位） 
[cite: 40] 

2位 Claude 
Fable 5.1 Max 
(15.61%) を僅差
で上回り単独

トップ40 

初手でミスをし

ても、人間が指

摘・押し返した

際の軌道修正

能力は極めて

高い40。 

Artificial 
Analysis 

Intelligence 
Index（AI総合
知能指数） 

53ポイント（
52.6 / 全体8位
タイ） 
[cite: 8, 12, 30, 
33] 

1位 Claude 
Opus 5.5 (58pt 
/ 57.6)。GPT-6 
Astra (53pt)・
Claude Fable 
5.1 (53pt)と同
点12 

総合知能では

Astra・Fableと
並びトップティア

の一角だが、

Opus 5.5には
5pt差を許す30。 

BenchLM Public 
Leaderboard
（総合能力スコ

ア） 

80.6〜80.9 / 
100（220モデ
ル中6位） 
[cite: 32] 

1位 Claude 
Opus 5.5 
(86.03)。カテゴ
リ別では

Agentic 5〜6
位、Coding 6
位、Knowledge 
8位32 

全体の96〜97
パーセンタイル

に位置するもの

の、Opus 5.5が
依然として総合

首位を維持32。 

マルチモーダル・科学推論・ロボティクス（身体性AI）における飛躍 
コーディングでの賛否両論とは対照的に、マルチモーダル理解、自然科学、および物理空間の推論

（ロボティクス）において、Gemini 4 Argonは他の追随を許さない独自のフロンティアを切り拓いてい
る24。長尺動画の理解力を測定する「LVBench」では91.7%、ツールなしの高度チャート解析「
Chartography」では71.6%、生物学研究ベンチマーク「LABBench 2」では88.8%（Astraは85.4%、
Opus 5.5は73.1%）、数学推論「RiemannBench」では76.0%（Astraは72.0%、Opus 5.5は69.6%）と、
いずれも最高記録（SOTA）を樹立した24。 
特筆すべきはロボティクス分野への応用であり、身体性推論を測る「ERQA」ベンチマークにおいて、
Argonは純粋な推論のみで87%を達成し全フロンティアモデルを凌駕した42。Google Developers 
Blogで公開された実証では、従来のロボティクス開発を根本から変革するワークフローが複数の次
元で示されている42。まず自律的なロボット制御（Sim-to-Real / Zero-Shot / Omni Control）の領域
では、Boston Dynamicsの四足歩行ロボット「Spot」（12自由度の脚＋6自由度のアーム）に対し、「ペ
ダル式ゴミ箱のペダルを踏んで空き缶を捨てる」という未知のスキルを習得させる際、Argonは物理
シミュレータ「MuJoCo」上で関節構造を持つゴミ箱のデジタルツインを自ら生成して動作を練習し、
その後実機のペダルを踏んで缶を投入することに成功した42。また、「Gemini Omni World Model」
と連携し、散らばったスクラブルのタイル（G, R, A, N, O）を閉ループの視覚フィードバックで制御して「
A-R-G-O-N」と一列に並べ替えるタスクや、倒れたマグカップを起こして丸めたナプキンを入れるゼ
ロショット制御も実現している42。 



さらに、現実映像や手書きスケッチから物理シミュレーションを再構築する「Real2Sim」の領域におい
ても、Argonは人間の一人称視点（エゴセントリック）動画から操作対象オブジェクトを特定し、粗いバ
ウンディングボックスを凹型容器用の複合凸分解メッシュに置き換えた上で、人間の手の軌道を76
自由度の双腕ヒューマノイド（22自由度の五本指ハンド搭載）へとMuJoCo上でリターゲットする能力
を示した42。加えて、紙にペンで描いたラフな手書きスケッチ（「Apollo 2ヒューマノイドが放物線を描
いてボールを投げ、テーブル上の3-2-1積みの箱を倒す」絵）をスマートフォンで撮影するだけで、
GPU加速されたmujoco_warpシーンと全身バランス制御を自動合成することが可能となっている42。

また、高度な物理理解と事後ラベリング（Hindsight Labeling）の領域では、双腕ロボット「ALOHA 2」
が136秒かけて折り紙のキツネを折る俯瞰動画を入力すると、Argonは一時停止や不安定な把持、
取りこぼしなどの失敗区間を正確に特定し、エピソード目標（G1）、6つの連続する意味的サブタスク（
G2）、17の接触レベルの原子プリミティブ（G3）、および自動品質管理（G4）からなる時間同期された
4階層の注釈データを自動生成するに至っている42。 

4. トークンエコノミクスと「多弁さの税金（Verbosity Tax）」の
財務分析 
エンタープライズおよび開発者がGemini 4 Argonを本番システムに導入する上で、最も慎重な検証
を要するのがトークンエコノミクス（経済性）である5。一見すると、Googleが発表したAPIの導入価格

（入力100万トークンあたり 10.00）は、GPT-6 Astra

（入力 50.00）の5分の1、Claude Opus 5.5（入力 20.00）の半額という
破壊的な低価格に映る4。しかし、この表面的な単価比較には2つの重大な財務的トラップが潜んで
いる10。 



 



第一のトラップは、「導入価格の時限性（プロモーション期間の終了）」である7。現在提供されている

入力 10.00というレートは期間限定の導入価格（50%オフ）であり、2026年11月30日

以降は通常価格である入力 20.00（Claude Opus 5.5と同額）へと倍増することが確
定している4。 
第二の、そしてより本質的なトラップが「多弁さの税金（Verbosity Tax）」である30。Artificial Analysis
の計測データが明らかにした通り、Gemini 4 Argonは100万トークンという広大な出力枠を背景に、
内部の思考連鎖（Thinking）と最終出力において極めて饒舌にトークンを生成する特性があり、1タス
クあたりの平均消費トークン数は約62,000トークンに達する34。これは競合するGPT-6 Astra（1タス
クあたり平均約27,000トークン）の約2.3倍という極端な消費量である34。 
結果として、1タスクを完遂するあたりの実質コスト（Cost per Task）を算出すると、導入価格（

3.26）の約60%のコスト
で同等の知能指数（53ポイント）を実現できる38。しかし、11月30日以降に通常価格（

10.00に設定されているため、長期的にはコストと実装精度の両面でSolやOpus 5.5に対する財務的
優位性が失われるリスクが高い10。 
インプリシット・キャッシュを活用したコスト最適化の数理モデル 
この出力コストの膨張を相殺する上で鍵を握るのが、入力トークンに対する95%割引の暗黙的キャッ
シュ（Implicit Caching）である3。導入価格期間中、キャッシュヒットした入力トークン単価は100万

トークンあたり 0.20）まで低下する28。 

入力トークン総数を 、出力トークン総数を 、トークン加重平均によるキャッシュヒット率を 

、単価を入力 、キャッシュ読込 、出力 、Web検索等

のツール呼び出し固定費を  とすると、総APIコスト  は次式で定義される28。 

 

例えば、月間100,000リクエスト、1リクエストあたり平均入力4,000トークン（月間  トーク

ン）、平均出力800トークン（月間  トークン）のナレッジ検索ワークロードを導入価

格（ ）で運用する場合、キャッシュなし（ ）では月額

800＋出力

230

（非キャッシュ1億トークンで 30）に圧縮され、月額合

計を 2.00/M、Web検索グラウンディングに1,000コールあたり



10（月間上限 50（月間上限 200（月間上限20, 000〜
100,000超）のレート制限が課されている19。 

5. 実世界の導入実績とGoogle Antigravityエコシステム 
ベンチマーク上の議論を超え、Gemini 4 Argonが真価を発揮しているのが、Googleの自律型AI統
合開発環境（AI IDE / CLI）である「Google Antigravity」と組み合わせた大規模本番環境での長時間
バッチ処理・業務変革である2。2025年11月に登場したAntigravityは、複数のAIエージェントを同時
並行で稼働させる「マルチエージェント機構」と、AI自身がブラウザを操作してUIの動作確認・デバッ
グ・再テストを完結させる「自律ブラウザ連携」、さらに社内データや外部ツールと接続する「MCP（
Model Context Protocol）・カスタムスキル・プラグイン」を備えたエージェント・ファーストの開発基盤
である17。 
Googleの社内データによれば、Alphabet全社ですでに月間10万人以上（100,000+ MAUs）の社員
が社内版Antigravity上でGemini 4 Argonを日常業務に使用している20。特筆すべきは、利用者がコ

アエンジニアにとどまらず、Google Cloud営業部門の50%以上、財務部門の約50%、ビジネス・オ
ペレーション部門の3分の1以上にまで浸透している点である20。エンジニアリング部門では、直近4週
間でエージェントによるコード提出量（Agentic Code Velocity）が35%増加したと同時に、本番コミット
後のバグ等によるコードのロールバック（差し戻し）発生率が30%減少するという、開発速度と品質の
同時向上を達成した2。 
 

導入組織・プロジェク

ト 
領域・ユースケース Gemini 4 Argon の

自律アクション内容 
定量的インパクト・成

果 

Google (Chrome / 
Chromium) 

超大規模レガシー

コードの分離・リファ

クタリング 

総計約4,000万行の
Chromiumコード
ベース内にある約

600万行のレガシー
フォルダから、数百

ファイルにまたがる

Webページ処理の
中核ロジックを分離2

。 

通常数カ月を要する

改修を数週間で完

遂。ブラウザクラッ

シュを解消し、再読

み込みなしでのタブ・

フロート窓間移行を

実現2。 

Google (Fuchsia / 
libgav1 / 科学計算) 

C/C++およびFortran
からRustへのメモリ
安全移行 

FuchsiaのZircon
カーネル（80万行
超）のRust移行や、
libgav1動画デコーダ
の32,000行のSIMD
コードをコンパイラ自

動ベクトル化対応の

安全なRustへ置換。
科学計算用レガシー

libgav1で従来の
Rust移植版比2.7倍
高速化（C++に匹敵）
27。Fortran移行で1.8
倍の性能向上と完全

なメモリ安全性を達

成20。 



Fortranも完全書き
換え7。 

Google (データセン
ター・Gemma 4・
ADK) 

インフラ全体のメモリ

最適化・推論高速化 
データセンター全体

のプロファイリング・

テレメトリを自律解析

してメモリ最適化を

適用。さらに

google/adk-python
やGemma 4 E2B（
vLLM/A100）の推論
エンジンを一晩で最

適化2。 

初期展開で300 TiB
以上（最終的に500 
TiB〜1 PiB見込み）
のメモリを解放27。

Gemma 4 E2Bの推
論速度を**2.85倍（
37.9K→108K+ tok/s
）**に向上2。 

YouTube & Wing 本番レイテンシ削

減・ドローン物理シ

ミュレータ改善 

YouTubeコメント画面
のプロファイルを追

跡し、冗長な絵文字

レンダリングがサー

バー負荷の45%を占
めることを特定。

Wingではコード構造
だけでなく流体力学・

推進工学の物理法

則からシミュレータを

監査20。 

YouTubeコメントフロ
ントエンドのCPU負
荷を半減（サーバー

遅延**-30ms**、ク
ライアント遅延

**-20ms**）20。Wing
に18項目の物理モデ
ル改善を提案20。 

Google (非エンジニ
アTPM・FP&A財務・
バグトリアージ) 

部門横断の障害復

旧・財務分析・バック

ログ消込 

技術プログラムマ

ネージャー（TPM）が
エンジニア支援なし

で4カ月停滞してい
たP0データセンター
ダッシュボード障害

を診断。財務リード

は80のワークフロー
で予算照合・契約抽

出を実行20。 

TPMが3,200行のDB
パイプライン改修を

数日で実装し復旧20

。財務では15.5時間
の指示（7営業日）で
335時間相当（8週間
超）の成果物を生成
20。未解決バグ134
件を3時間未満で
72.4%（97件）自動ク
ローズ20。 

Deloitte / Kepler / 
Cartwheel / 
Quadrillion / Box 

外部エンタープライ

ズ・パートナー評価 
マルチツール長期業

務フロー（Deloitte）、
SEC提出書類の複数
年財務モデル構築（

Deloitteで完遂率
100%、Keplerでア
ナリスト参照モデル

と99%以上の数値一



Kepler）、3D空間再
構築（Cartwheel）、
自律研究エージェン

トQualia（Quadrillion
）、複雑文書群の証

拠分析（Box）2。 

致、Cartwheelで実
行時間約100分の1・
トークン90%削減、
Quadrillionで1.5倍
高速・コスト4分の1、
Boxで3.1 Pro比精度
+14%2。 

また、医療・法務・創薬領域においても、Ambience Healthcareが200件以上の複雑な縦断的電子
カルテにおけるICD-10コード特定で最高精度を記録し、LexisNexisやMinutaIAが判例・契約書・財務
計算を横断した法務監査で人間の専門家回答キーを上回る成果を報告しているほか、Isomorphic 
LabsやAxiom Bioでは創薬・酵素設計および特許PDF調査の期間を数週間から数時間へと短縮して
いる2。さらに、約50GBの航空LiDARスキャン、GISベクター、米国議会図書館のCAD図面を統合し
てチャコ・キャニオン遺跡の探索可能な3Dデジタルモデルを再構築するなど、異種データを統合する
空間・視覚推論でも卓越した実用性を示している2。 

6. サイバーセキュリティ能力とフロンティア・セーフティ（
CCL/TCL評価） 
Gemini 4 Argonがこれまでの商用LLMと一線を画すもう一つの領域が、「デュアルユース（軍民両
用・攻防両用）領域に踏み込んだサイバーセキュリティ能力」と、それに伴う前例のないセーフティ・ガ

バナンスである2。 

 
ソフトウェアの脆弱性を自律的に発見・検証し、修正パッチを生成するベンチマーク「CWE-bench v1
」において、Argonは68.0%を記録し、GPT-6 AstraおよびGrok 4.7と並んで首位タイ（Claude Opus 
5.5は67.0%）となった2。さらに、20種類のプログラミング言語にまたがるGoogle社内総合脆弱性発



見ベンチマークでは、前世代のサイバー特化モデル「Gemini 3.8 Flash Cyber」の71.0%から85.8%
へと大幅に向上し、ソースコードなしで稼働中のライブWebシステムを攻略するWiz社の社内ブラック
ボックス・ペネトレーションテストでも、3.8 Flash Cyber（58.2%）を大きく引き離す70.9%のスコアを叩
き出した2。実際の事例として、医療用ソフトウェアにおいて複数の複雑な脆弱性を連鎖（チェイニン

グ）させることで、マスターキーを露出させ管理者権限を奪取できる公開ファイルダウンロードのバイ

パス脆弱性を自律的に発見・修正し、数十万件の患者記録を事前に保護した実績や、本番環境の

静的コード差分（diff）を読むだけでは過去の2つのフロンティアモデルが見逃して「問題なし」と誤判
定していた4つの致命的なランタイム権限フローのバグを特定した事例が報告されている20。 
同時に、外部からの攻撃に対するモデル自身の防御力も飛躍的に強化された2。悪意ある第三者が

Webページや文書内に不正な命令を埋め込んでAIエージェントの挙動を乗っ取る「間接的プロンプト
インジェクション（IPI）」への耐性を測る「Gray Swan IPIベンチマーク」（攻撃側が適応的に最大15回試
行）において、Argonは攻撃成功率をわずか0.7%に抑え込み世界1位の堅牢性を実証した（Claude 
Opus 5.5およびFable 5.1は1.0%、GPT-6 Astraは8.5%の攻撃成功を許している）2。また、Gemini 3.1 
Proと比較した自動安全性評価では、多言語安全性（-3.16ポイント改善）、画像・テキスト安全性（
-9.29ポイント改善）、説教臭さのない客観的な拒否トーン（+5.50%改善）を達成しつつ、無害または
境界線上の正当なプロンプトに対する過剰拒否（Unjustified Refusals）を9.60ポイント大幅に削減し
ている24。 
しかし、最も注目すべきは2026年10月に公開された「Gemini 4 Argon Model Card」におけるフロン
ティア・セーフティ・フレームワーク（FSF：2026年4月改訂版）に基づくリスク評価（CCL：Critical 
Capability Level / TCL：Threshold Capability Level）の開示内容である24。Googleは同モデルカード
において、複数の重大リスク領域で「危険な能力閾値（CCL / TCL）への到達を否定できない（
Cannot be ruled out）」と公式に認定した24。 
 

フロンティア・セーフ

ティ評価領域 
対象サブドメイン / 閾
値レベル 

評価判定結果 検証詳細および適用

された緩和策（セー

フガード） 

サイバーセキュリティ

（Cybersecurity） 
Uplift Level 1 CCL CCL到達を否定でき

ず（Cannot be 
ruled out） 
[cite: 24] 

高影響度のサイバー

攻撃に対し、深刻な

規模で追加的被害を

もたらす能力向上（

Uplift）を確認。専用
のセーフティケース

を策定し、外部展開

時のガードレールで

CCL未満へリスクを
低減24。 

CBRNリスク（生物学
的領域） 

Biological Uplift 
Level 1 CCL 

CCL到達を否定でき
ず（Cannot be 
ruled out） 

レッドチーミングの2
つのシナリオにおい

て、Webベースライ



[cite: 24] ンや旧モデルを上回

る包括的かつ実行

可能な情報提供能

力を確認。生物学的

セーフティケースと内

部活性化モニタリン

グを適用2。 

CBRNリスク（化学・
放射線・核領域） 

Chemical, 
Radiological, 
Nuclear Uplift TCL 

閾値未到達（TCL 
not reached） 
[cite: 24] 

優先的な危害プロセ

スを完遂するために

必要な専門的ニュア

ンスや実行可能な深

みが不足しているこ

とを確認24。 

ステルス性と状況認

識（Stealth & 
Situational 
Awareness） 

Threshold 
Capability Level 
(TCL) 

TCL到達を否定でき
ず（Cannot be 
ruled out） 
[cite: 24] 

内部チャレンジにお

いて15課題中14課
題を突破（14/15 
passed）。残存リス
ク評価を実施し、隔

離サンドボックスと推

論監視によりTCL未
満へ抑制2。 

有害な操作・誘導（

Harmful 
Manipulation） 

Threshold 
Capability Level 
(TCL) 

TCL到達を否定でき
ず（Cannot be 
ruled out） 
[cite: 24] 

展開時の安全緩和

策により、実運用リ

スクをTCL未満へ低
減24。 

AI研究開発の自律
化・加速化（ML R&D
） 

Automation & 
Acceleration Level 1 
CCL 

閾値未到達（CCL 
not reached） 
[cite: 24] 

GoogleのAI研究
チームの業務を同等

コストで完全自動化

する水準、および歴

史的速度を超えてAI
開発を加速する水準

には未到達と判定24

。 

これらのリスクを実用上安全なレベル（CCL/TCL未満）に封じ込めるため、Googleは高リスクな学
習・評価環境を完全に隔離・密閉（Hermetic Sandboxing）した上で、本番環境に「自動アライメント
不一致モニター（Automated Misalignment Monitor）」を実装した2。この監視機構は、Argonがタス
クを実行する際の内部の思考連鎖（Chain-of-Thought）とアクションをリアルタイムで読み取り、タス
クが行き詰まった際にユーザーが許可していない不正な近道（ショートカットやテストの改ざんなど）



をとろうとする試みを検知・即座にブロックするもので、コーディングベンチマークにおける不正な回

避行動の試行率を2%にまで抑え込んでいる2。その上で、正当なサイバー防衛研究者がこの強力な

能力を防御目的でフル活用できるよう、審査を通過した「Fairwind Program」パートナーおよび社内
チームに対してのみ、サイバー関連のガードレールを解除した専用エンドポイント（

gemini-4-argon-cyber-permissive）を解放するという「アクセス制御そのものを安全装置とする」新
しいガバナンスモデルを確立したのである2。 

7. 開発者コミュニティの評判・批判と「Gemini 4 Carbon」へ
の布石 
2026年9月30日の発表から10月13日の一般提供開始にかけて、Reddit（r/GeminiAI、
r/google_antigravity、r/ClaudeAI、r/singularity）、Hacker News、および日本の開発者コミュニティ（
Note等）におけるGemini 4 Argonの評判は、熱狂的な期待から厳しい現実的評価へと大きく揺れ動
いた34。コミュニティおよび業界メディアから噴出している批判と議論は、以下の3つの構造的論点に
集約される7。 
1. 「巨大な文豪か、開発者の右腕か」：日常の実装体験における失望 
第一の論点は、「文章生成・リサーチにおける圧倒的な満足度」と「インタラクティブなコーディングに

おける苛立ち」のギャップである34。Googleが公式ブログで「曖昧な言い回し（Hedging）を減らし、反
復や陳腐な常套句（Cliché）を省いて直接的に回答する」と説明した通り、一般の質問応答や長文執
筆、医療・科学分野の推論、NotebookLM等での大量文書統合においては、ユーザーから「これま
でで最も賢く、ハルシネーションが劇的に減った」と極めて高い評価を得ている2。 
しかし、ソフトウェア開発者がAntigravityやAPIを通じて日々の実装作業に投入すると、評価は一変
する34。開発者が報告している典型的な不満は、「1つの問題に対して数万トークンの思考ログを吐き
出しながら長時間考え込むわりに、初手で基本的なアーキテクチャ上の設計ミスを犯す」「3D空間や
ゲームを実装させると、見た目の形状は作れてもNPCの行動ロジックや操作系のコードで細部の詰
めを欠き、自己検証を怠る」というものである34。ある開発者が実施したブラインド比較テストでは、

Claude Opus 4.6ですら解けなかった難問をClaude Opus 5.5がわずか5秒で解決したのに対し、
Gemini 4 Argonは長時間の思考（Thinking）を経た末に誤った解決策を出力し、総合評価スコアでも
Opus 5.5の77/100に対してArgonは59/100にとどまったと報告されている41。また別の開発者の独

自ベンチマークスイートでも、「GPT-6.1 SolがあらゆるタスクでArgonを上回り、かつ実質コストも大幅
に安かった」との検証結果が共有されている41。 
日本の開発者コミュニティでも、この現象は「100万トークンの器を与えられた結果、端正に動くコード
スニペットではなく長大なエッセイを語る『文豪』になってしまった」と鋭く批評されている34。ただし、コ

ミュニティの検証でも「人間が設計ミスを指摘すると即座に計画を修正して正しい軌道に乗る」点は

一貫して高く評価されており、これはArena.aiの「Steerability（修正指示への追従性）」でArgonが世
界1位（15.64%）を記録したデータと完全に一致している40。 
2. 「Pro契約者へのベイト・アンド・スイッチ」批判とAntigravityのUX摩擦 
第二の論点は、サブスクリプション階層間の待遇格差と、Google Antigravityのユーザー体験（UX）
に対する強い不満である14。9月30日の発表から一般提供まで13日間の空白が生じた際、Reddit上
では過去の「Gemini 3.5 Pro」の提供遅延になぞらえてGoogleのリリース体制を疑問視する声が相
次いだ（GoogleのLogan Kilpatrick氏がSNS上で事態の沈静化に動く一幕もあった）14。そして10月



13日にロールアウトが開始されると、月額2,900円の「Google AI Pro」加入者から「完全なベイト・ア
ンド・スイッチ（おとり商法）だ」との激しい反発が巻き起こった14。 
その理由は、Pro加入者がGemini 4 Argonを利用できるのが「Geminiアプリ」と「検索のAIモード
（チャットおよびCanvas）」のみに制限され、開発者が最も期待していた「Google Antigravity」および
「Google AI Studio」内でのArgon利用が、月額14,500円〜36,400円（米国では月額 200）の100〜
最上位プラン「Google AI Ultra」加入者（または従量課金API）のみにロックされたためである2。もち

ろん、1タスクで平均6万トークン以上を消費するエージェント・ループを月額2,900円の定額枠で無制
限に開放すればGoogle側の採算が崩壊するため、ビジネスモデルとしては合理的な線引きである14

。 
しかし、さらに深刻なのは、実際に月額$100以上のAI Ultraプランを契約してAntigravity上でArgon
を利用したパワーユーザーからも、複数の看過できない運用上の摩擦が報告されている点である17

。最大の課題として挙げられているのが、利用枠（クォータ）の急激な枯渇と残高非表示問題である17

。AntigravityにはAWS系の自律開発ツール「Kiro」のような「残りクレジット数のリアルタイム表示」が
存在しないため、複数のエージェントを同時稼働させたり、Webサイトのプロモーション動画生成のよ
うな重いタスクを投げたりすると、わずか2回のプロンプトで5時間ごとのリセット枠を使い果たし、バ
グ修正の途中で突然作業が停止する事象が報告されている17。また、デスクトップアプリ版における

早期コンテキスト圧縮（Compaction）の挙動も疑問視されており、Antigravity CLIではコンテキスト
上限が正常に「1M（100万トークン）」と表示される一方、Antigravityデスクトップアプリ版では会話の
履歴が従来よりもはるかに早い段階で自動的に要約・圧縮されてしまい、実質的に100万トークンの
フルコンテキストがアプリ側で割り当てられていないのではないかという指摘が上がっている41。さら

にHacker News等では、Antigravityがすべてのプロンプトをキューに入れ、実行のたびにユーザー
に手動確認（Confirm）を求めるUI仕様が自律的な作業フローを阻害しているとの不満も寄せられて
いる48。 
3. 社内での懐疑論と次世代チェックポイント「Gemini 4 Carbon」の存在 
第三の論点は、Google社内におけるモデル評価の温度差と、すでに進行している次の一手である7

。初期報道で引用されたBloombergのレポートによれば、Gemini 4 Argonは標準的なベンチマーク
では高い数値を叩き出すものの、一部の従業員が日常業務で使用した際には期待を下回るパ

フォーマンスを示したとして、いわゆる「ベンチマーク最適化（Benchmaxing）」を巡る社内的な議論
や懐疑論が存在していたとされる10。 
これを裏付ける決定的な動きとして、2026年10月9日付のBusiness Insiderの調査報道により、
Google社内のテスト環境「Jetski」において、Argonに続く最新の内部モデル「Carbon（カーボン：炭
素）」がすでに稼働していることが判明した7。同報道によれば、Googleのある従業員は「Carbonは
コーディング能力においてClaude Opus 5.5に匹敵する」と評価しており、Argonが「長時間推論・ナ
レッジワーク・サイバー防衛」の先鋒として市場に投入された一方で、Argonが取りこぼした「インタラ
クティブな最先端コーディングとCLIエージェント実装」のギャップを埋めるための本命チェックポイント
として「Gemini 4 Carbon」が準備されている構図が浮かび上がっている7。 

8. 結論と導入に向けた戦略的提言 
以上の包括的検証から導き出される結論は明快である。Gemini 4 Argonは「あらゆるタスクで競合
を過去にする万能の最強モデル」ではなく、「最大100万トークンの出力空間（Long Decode）と業界
最低水準のハルシネーション率（15%）、そして最高峰のプロンプトインジェクション耐性（攻撃成功率
0.7%）を武器に、複数文書を横断する法務・財務・科学リサーチや大規模レガシーコードの無人バッ



チ改修を最後まで遂行する『長距離・重量級ワークフロー特化型エンジン』」として定義されるべきモ

デルである2。 
したがって、企業のCTO、AIアーキテクト、および個人開発者は、ベンチマークの総合順位や期間限
定の導入価格（ 10）という表層的な数字に惑わされることなく、ワークロードの特性に応じて2/
Gemini 4 Argonと競合モデル（Claude Opus 5.5 / Fable 5.1、GPT-6 Astra / Sol 6.1）を厳密に使い分
けるマルチモデル戦略を採るべきである8。 
 

評価軸・業務ドメイン Gemini 4 Argon の
推奨度 

推奨される最適モデ

ル構成・アーキテク

チャ戦略 

判断の根拠となる決

定要因 

法務・財務・税務・

M&Aデューデリジェ
ンス等の長文知識業

務 

最優先で推奨（単独

SOTA） 
Gemini 4 Argon（
thinking_level: 
"high" ＋ インプリ
シット・キャッシュ活

用） 

Vals Index (68.9%)、
Vals Finance v2 
(65.4%)、
AutomationBench 
(51.3%)で全勝24。

256K〜1Mトークン領
域での圧倒的な文

脈保持力（84.2%）と
15%の低ハルシネー
ション率が決定打と

なる33。 

レガシーコードの大

規模移行・無人バッ

チリファクタリング 

強く推奨（

Antigravity / Batch
併用） 

Gemini 4 Argon（
Long Decode有効
化 ＋ Antigravityカ
スタムスキル） 

DeepSWE v1.1 
(77.9%)首位、および
Google社内での
Chromium 600万行
分離や

C++/Fortran→Rust
移行の実績2。人間

が介入しない数時間

単位のバックグラウ

ンド改修で無類の強

さを発揮する2。 

日常の対話型コー

ディング・Webフロン
トエンド実装・CLI操
作 

非推奨（競合モデル

を優先） 
Claude Opus 5.5 / 
Claude Fable 5.1 ま
たは GPT-6.1 Sol 

WebDev Arena（8
位）、

Terminal-Bench 4.0
（57.4%・最下位）、
FrontierSWE v2（



55.0%・最下位）と苦
戦24。Argonは多弁
すぎてレスポンスが

遅く、初手の設計精

度とコスト効率で

Opus 5.5やSol 6.1が
明確に優越する34。 

サイバーセキュリティ

監査・脆弱性自動

パッチ・高リスク外部

文書処理 

最優先で推奨 Gemini 4 Argon
（防衛組織は

Fairwind Programへ
申請） 

CWE-bench v1首位
タイ（68.0%）、Wizペ
ネトレーションテスト（

70.9%）、およびGray 
Swan間接的プロン
プトインジェクション

攻撃成功率0.7%（世
界1位）の堅牢性2。 

長尺動画解析・科学

計算・3D空間生成・
ロボティクス制御 

最優先で推奨（独自

領域） 
Gemini 4 Argon（
Agentic Video 
Understanding ＋ 
MuJoCo連携） 

LVBench（91.7%）、
LABBench 2（88.8%
）、ERQAロボティクス
推論（87%）で競合を
圧倒24。物理法則の

理解とReal2Sim生成
において代替不可能

な能力を持つ20。 

2026年12月以降の
API本番運用におけ
るコスト設計 

条件付き推奨（出力

制御が必須） 
11月30日以降の**
通常価格（ 20）**4/
を前提にROIを試算
し、短周期タスクは

thinking_level: "low"
またはFlash系へ
ルーティング 

平均62,000トークン/
タスクを消費するた

め、通常価格移行後

は1タスク約
3. 98となり𝐺𝑃𝑇 − 6𝐴𝑠𝑡𝑟
3.26）より割高になる
34。固定のシステム

プロンプトや大量資

料を前方に配置して

95%割引の暗黙的

キャッシュヒット率（

）を最大化する設計

が必須となる3。 

引用文献 



1.​ Gemini アプリで「Gemini 4 Argon」が利用可能に。Google AI Pro と AI Ultra が対象, 
https://helentech.jp/news-google-brings-gemini-4-argon-gemini-app-92548/ 

2.​ 「Gemini 4 Argon」が一般提供開始 ～満を持して登場した最強の, 
https://forest.watch.impress.co.jp/docs/news/2147842.html 

3.​ https://ai.google.dev/gemini-api/docs/models/gemini-4-argon 
4.​ Gemini 4 Argonとは？特徴・料金・提供状況・性能をわかりやすく, 

https://japan-ai.co.jp/media/10960/ 
5.​ Gemini 4 Argon：新機能、ベンチマーク、料金 - Eigent AI, 

https://www.eigent.ai/ja/blog/gemini-4-argon 
6.​ UK given access to safety-test latest AI models, minister says, 

https://indianexpress.com/article/technology/tech-news-technology/uk-given-ac
cess-to-safety-test-latest-ai-models-minister-says-10918892/ 

7.​ Gemini 4 Argon: Release, Price and Access - CellCog, 
https://cellcog.ai/blog/gemini-4-release-date/ 

8.​ Gemini 4 Argon Review: Benchmarks, Access & Price (2026) - MyClaw, 
https://myclaw.ai/blog/gemini-4-argon 

9.​ Gemini 4 Argon - Medium, 
https://medium.com/@robertpaschal/gemini-4-argon-506bbc872246 

10.​A Comprehensive Guide to Gemini 4 Argon - AI - note, 
https://note.com/kagawatomo/n/nd1fd0e393bf2?hl=en 

11.​Gemini 4 Argon's Million-Token Output, Explained - MindStudio, 
https://www.mindstudio.ai/blog/gemini-4-argon-million-token-output 

12.​Gemini 4 Argon: Benchmarks, Pricing & Security (2026) | NeuralTrust, 
https://neuraltrust.ai/blog/gemini-4-argon 

13.​Google AI のプラン（クラウド ストレージ付き） - Google One, 
https://one.google.com/intl/ja_ jp/about/google-ai-plans/ 

14.​Per Logan Kilpatrick, looks like Gemini 4 Argon is coming to Pro, 
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1x50qhn/per_logan_kilpatrick_look
s_like_gemini_4_argon_is/ 

15.​Plans | Google Antigravity Docs, https://antigravity.google/docs/plans/ 
16.​Google AI Ultra の特典を利用する - Google One ヘルプ, 

https://support.google.com/googleone/answer/16286513?hl=ja-JP 
17.​【2026年最新】Google Antigravityとは？ 特徴・デメリット・料金, 

https://www.i3design.jp/in-pocket/google-antigravity/ 
18.​【Proで足りる？】Google Antigravity 2.0の料金と利用制限 - SHIFT AI, 

https://shift-ai.co.jp/blog/65003/ 
19.​Rate limits | Gemini API - Google AI for Developers, 

https://ai.google.dev/gemini-api/docs/rate-limits 
20.​Gemini 4 Argon in Google Antigravity, 

https://antigravity.google/blog/gemini-4-argon-in-google-antigravity/ 
21.​Google Gemini 4 Argon rolls out for developers, enterprises, Google AI 

subscribers in Antigravity, Gemini app and AI Mode in Search, 
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/google-gemini-4-argo
n-rolls-out-for-developers-enterprises-google-ai-subscribers-in-antigravity-ge
mini-app-and-ai-mode-in-search/articleshow/134922523.cms 

https://helentech.jp/news-google-brings-gemini-4-argon-gemini-app-92548/
https://forest.watch.impress.co.jp/docs/news/2147842.html
https://ai.google.dev/gemini-api/docs/models/gemini-4-argon
https://japan-ai.co.jp/media/10960/
https://www.eigent.ai/ja/blog/gemini-4-argon
https://indianexpress.com/article/technology/tech-news-technology/uk-given-access-to-safety-test-latest-ai-models-minister-says-10918892/
https://indianexpress.com/article/technology/tech-news-technology/uk-given-access-to-safety-test-latest-ai-models-minister-says-10918892/
https://cellcog.ai/blog/gemini-4-release-date/
https://myclaw.ai/blog/gemini-4-argon
https://medium.com/@robertpaschal/gemini-4-argon-506bbc872246
https://note.com/kagawatomo/n/nd1fd0e393bf2?hl=en
https://www.mindstudio.ai/blog/gemini-4-argon-million-token-output
https://neuraltrust.ai/blog/gemini-4-argon
https://one.google.com/intl/ja_jp/about/google-ai-plans/
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1x50qhn/per_logan_kilpatrick_looks_like_gemini_4_argon_is/
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1x50qhn/per_logan_kilpatrick_looks_like_gemini_4_argon_is/
https://antigravity.google/docs/plans/
https://support.google.com/googleone/answer/16286513?hl=ja-JP
https://www.i3design.jp/in-pocket/google-antigravity/
https://shift-ai.co.jp/blog/65003/
https://ai.google.dev/gemini-api/docs/rate-limits
https://antigravity.google/blog/gemini-4-argon-in-google-antigravity/
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/google-gemini-4-argon-rolls-out-for-developers-enterprises-google-ai-subscribers-in-antigravity-gemini-app-and-ai-mode-in-search/articleshow/134922523.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/google-gemini-4-argon-rolls-out-for-developers-enterprises-google-ai-subscribers-in-antigravity-gemini-app-and-ai-mode-in-search/articleshow/134922523.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/google-gemini-4-argon-rolls-out-for-developers-enterprises-google-ai-subscribers-in-antigravity-gemini-app-and-ai-mode-in-search/articleshow/134922523.cms


22.​Gemini app rolling out Gemini 4 Argon to AI Pro and AI Ultra, 
https://9to5google.com/2026/10/13/gemini-app-4-argon/ 

23.​Developer's guide to Gemini 4 Argon - Google Cloud Documentation, 
https://docs.cloud.google.com/gemini-enterprise-agent-platform/models/guides/
gemini-4-argon 

24.​Gemini 4 Argon - Model Card - Google DeepMind, 
https://deepmind.google/models/model-cards/gemini-4-argon/ 

25.​Gemini 4 Argon: Developer Guide - Google AI Studio, 
https://aistudio.google.com/learn/gemini-4-argon-developer-guide 

26.​Low, Medium & High Reasoning & Gemini 4 Argon & Carbon leaks, 
https://nokiapoweruser.com/gemini-reasoning-efforts-gemini-4-argon-carbon/ 

27.​Gemini 4 Argon：フロンティア知能の新時代 - Google Blog, 
https://blog.google/intl/ja-jp/company-news/technology/gemini4argon/ 

28.​Gemini 4 Argon API Pricing and Access: Sep 30, 2026 - CallMissed, 
https://www.callmissed.com/blog/gemini-argon-api-pricing-access-sep-30 

29.​Gemini 4 Argon - API Pricing & Providers - OpenRouter, 
https://openrouter.ai/google/gemini-4-argon 

30.​What Is Gemini 4 Argon? 1M-Token Output - Kie.ai, 
https://kie.ai/blog/what-is-gemini-4-argon 

31.​Long decode - Interactions API - Google AI for Developers, 
https://ai.google.dev/gemini-api/docs/long-decode 

32.​Gemini 4 Argon Benchmarks & Pricing (October 2026) - BenchLM.ai, 
https://benchlm.ai/models/gemini-4-argon 

33.​Gemini 4 Argon Benchmarks: Every Score, Its Source, and What It, 
https://emergent.sh/learn/gemini-4-argon-benchmarks 

34.​Googleの迷いが災いしたGemini 4 Argon、一体何がしたいのか - note, 
https://note.com/mecha_rhythm/n/n6c93a9da3e51 

35.​Gemini 4 Argon Benchmarks: Is It Really the Best AI Model Now?, 
https://www.mindstudio.ai/blog/gemini-4-argon-benchmarks 

36.​Gemini 4 Argon Benchmarks: How It Really Stacks Up Against Rivals, 
https://www.mindstudio.ai/blog/gemini-4-argon-benchmark-analysis 

37.​Gemini 4 Argon tops Val AI benchmark on speed, cost and accuracy!, 
https://www.reddit.com/r/ClaudeAI/comments/1wufsth/plot_twist_gemini_4_argo
n_tops_val_ai_benchmark/ 

38.​【Gemini 4 Argon】Information Organization After Waiting a Day, 
https://note.com/humble_bobcat51/n/n622930c54acb?hl=en 

39.​Arena Leaderboard: Official AI Model Rankings & Benchmarks, 
https://arena.ai/leaderboard 

40.​Best AI Agents for Work: Arena Performance & Rankings, 
https://arena.ai/leaderboard/agent/work 

41.​Gemini 4 Argon Initial review : r/google_antigravity - Reddit, 
https://www.reddit.com/r/google_antigravity/comments/1x539fq/gemini_4_argon_
initial_review/ 

42.​Gemini 4 Argon for Robotics - Google for Developers Blog, 
https://developers.googleblog.com/gemini-4-argon-for-robotics/ 

https://9to5google.com/2026/10/13/gemini-app-4-argon/
https://docs.cloud.google.com/gemini-enterprise-agent-platform/models/guides/gemini-4-argon
https://docs.cloud.google.com/gemini-enterprise-agent-platform/models/guides/gemini-4-argon
https://deepmind.google/models/model-cards/gemini-4-argon/
https://aistudio.google.com/learn/gemini-4-argon-developer-guide
https://nokiapoweruser.com/gemini-reasoning-efforts-gemini-4-argon-carbon/
https://blog.google/intl/ja-jp/company-news/technology/gemini4argon/
https://www.callmissed.com/blog/gemini-argon-api-pricing-access-sep-30
https://openrouter.ai/google/gemini-4-argon
https://kie.ai/blog/what-is-gemini-4-argon
https://ai.google.dev/gemini-api/docs/long-decode
https://benchlm.ai/models/gemini-4-argon
https://emergent.sh/learn/gemini-4-argon-benchmarks
https://note.com/mecha_rhythm/n/n6c93a9da3e51
https://www.mindstudio.ai/blog/gemini-4-argon-benchmarks
https://www.mindstudio.ai/blog/gemini-4-argon-benchmark-analysis
https://www.reddit.com/r/ClaudeAI/comments/1wufsth/plot_twist_gemini_4_argon_tops_val_ai_benchmark/
https://www.reddit.com/r/ClaudeAI/comments/1wufsth/plot_twist_gemini_4_argon_tops_val_ai_benchmark/
https://note.com/humble_bobcat51/n/n622930c54acb?hl=en
https://arena.ai/leaderboard
https://arena.ai/leaderboard/agent/work
https://www.reddit.com/r/google_antigravity/comments/1x539fq/gemini_4_argon_initial_review/
https://www.reddit.com/r/google_antigravity/comments/1x539fq/gemini_4_argon_initial_review/
https://developers.googleblog.com/gemini-4-argon-for-robotics/


43.​Google Gemini 4 scores same as GPT 6 Astra on Artificial Analysis, 
https://www.reddit.com/r/singularity/comments/1wug9tb/google_gemini_4_scores_same
_as_gpt_6_astra_on/ 

44.​Google DeepMind Unveils Gemini 4 Argon with 1M Output Tokens, 
https://www.marktechpost.com/2026/09/30/google-deepmind-unveils-gemini-4-
argon-with-1m-output-tokens-for-coding-knowledge-work-and-cyber-defense/ 

45.​Gemini 4 Argon: Built to solve your hardest problems - Google Blog, 
https://blog.google/innovation-and-ai/models-and-research/gemini-models/intro
ducing-gemini-4-argon/ 

46.​Gemini 4 Argon: Benchmarks, Pricing & Rollout | SPIRITT, 
https://spiritt.ai/models/gemini-4-argon 

47.​Finally! Gemini 4 Argon is now available for Pro plan users on the web, 
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1x53f08/finally_gemini_4_argon_is
_now_available_for_pro/ 

48.​Gemini 4 Argon - Hacker News, https://news.ycombinator.com/item?id=49913571 
49.​ArenaAIofficial made gemini 4 argon review : r/GeminiAI - Reddit, 

https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1wvrnfi/arenaaiofficial_made_gemi
ni_4_argon_review/ 

50.​Gemini Argon was announced 11 days ago. But fear not, Google's, 
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1x2dwnc/gemini_argon_was_anno
unced_11_days_ago_but_fear/ 

51.​Google Antigravityとは？できること・料金・使い方・法人導入の, 
https://www.sateraito.jp/column/index056.html 

https://www.reddit.com/r/singularity/comments/1wug9tb/google_gemini_4_scores_same_as_gpt_6_astra_on/
https://www.reddit.com/r/singularity/comments/1wug9tb/google_gemini_4_scores_same_as_gpt_6_astra_on/
https://www.marktechpost.com/2026/09/30/google-deepmind-unveils-gemini-4-argon-with-1m-output-tokens-for-coding-knowledge-work-and-cyber-defense/
https://www.marktechpost.com/2026/09/30/google-deepmind-unveils-gemini-4-argon-with-1m-output-tokens-for-coding-knowledge-work-and-cyber-defense/
https://blog.google/innovation-and-ai/models-and-research/gemini-models/introducing-gemini-4-argon/
https://blog.google/innovation-and-ai/models-and-research/gemini-models/introducing-gemini-4-argon/
https://spiritt.ai/models/gemini-4-argon
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1x53f08/finally_gemini_4_argon_is_now_available_for_pro/
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1x53f08/finally_gemini_4_argon_is_now_available_for_pro/
https://news.ycombinator.com/item?id=49913571
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1wvrnfi/arenaaiofficial_made_gemini_4_argon_review/
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1wvrnfi/arenaaiofficial_made_gemini_4_argon_review/
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1x2dwnc/gemini_argon_was_announced_11_days_ago_but_fear/
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1x2dwnc/gemini_argon_was_announced_11_days_ago_but_fear/
https://www.sateraito.jp/column/index056.html

	Gemini 4 Argon 総合調査レポート：100万トークン出力時代における自律型フロンティアモデルの性能・経済性・市場評価の徹底解剖 
	Gemini 4 Argon 
	1. エグゼクティブ・サマリーと戦略的位置づけ 
	2. アーキテクチャと技術仕様：100万トークン「Long Decode」のメカニズム 
	3. ベンチマーク性能の多角的検証：「ナレッジワークの覇者」と「コーディングの二極化」 
	エンタープライズ・ナレッジワークと長文脈推論における圧倒的支配力 
	コーディングおよび自律エージェント評価における深刻な「ねじれ現象」 
	マルチモーダル・科学推論・ロボティクス（身体性AI）における飛躍 

	4. トークンエコノミクスと「多弁さの税金（Verbosity Tax）」の財務分析 
	インプリシット・キャッシュを活用したコスト最適化の数理モデル 

	5. 実世界の導入実績とGoogle Antigravityエコシステム 
	6. サイバーセキュリティ能力とフロンティア・セーフティ（CCL/TCL評価） 
	7. 開発者コミュニティの評判・批判と「Gemini 4 Carbon」への布石 
	1. 「巨大な文豪か、開発者の右腕か」：日常の実装体験における失望 
	2. 「Pro契約者へのベイト・アンド・スイッチ」批判とAntigravityのUX摩擦 
	3. 社内での懐疑論と次世代チェックポイント「Gemini 4 Carbon」の存在 

	8. 結論と導入に向けた戦略的提言 
	引用文献 



